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彦根市立病院
内科担当診療局長

來住 優輝

地域で取り組む

～ワンチームの医療を目指して～

平成16（2004）年に彦根市立病院に赴任して
以来15年間この地域の医療に関わらせていただき、
本年4月から内科系診療局長を拝命しました。
昨年来続くコロナ禍のため、私たちの住むこの地域で
も医療のあり方が大きく変わってしまいました。その中で
市立病院は地域の拠点病院として、新型コロナウイル
ス感染症への対応に積極的に参画するとともに、従来
から続ける「断らない救急医療」「質の高い急性期医
療」を維持するべく努力を続けてまいりました。その取り
組みの中で、「地域全体で取り組む医療」の重要性を
さらに強く意識するようになりました。重症・急性疾患に
十分な対応を行うとともに、回復期に入った患者さんに
安心して社会復帰していただくことが病院の使命です
が、ベッド数やマンパワーには限りがあり、これを一つの
病院で完結させることは、現代医療ではあまりにも非
効率的で現実的ではありません。それぞれにストロング
ポイントを持つ病院同士の連携と協力が、今後一層

求められています。
高齢化が進む中、「健康寿命の延長」が大切なテー
マになっています。糖尿病や高血圧などの慢性疾患に
対して質の高い医療を行うこと、日本人の死因第一
位である悪性新生物の早期発見・早期治療を充実さ
せることがこれを実現する戦略ですが、日々多くの市民
の皆さんを診ていただいている診療所の先生方には、こ
の最前線を守っていただいております。これまでもたくさ
んのご紹介をいただいておりますが、今後はさらに信頼
を寄せていただけるよう、「使っていただきやすい」病院を
目指して変化していきます。
病院と診療所、すべての医療・介護関連施設が「一
つのチーム」として働くことが、不要な負担を軽減し地
域全体の医療の質を向上させると信じて、これからも
努力を重ねていきたいと思いますので、一層のご指導、

ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

彦根市立病院 地域医療連携室
業務時間：月～金曜日：午前８時３０分～午後７時（但し木曜日は午後５時１５分）

土曜日：午前９時～午後１２時３０分
連絡先：地域医療連携室 TEL０７４９－２２－６０５３(直通） FAX：０７４９－２２－６０９３



苦痛の少ない！経鼻内視鏡検査が可能に‼

当院内視鏡センターでは、上部・下部消化管スクリーニング検査、胆膵内視鏡検査に加え、

超音波内視鏡検査、内視鏡的止血術、内視鏡的静脈瘤結紮術（EVL）、内視鏡的静
脈瘤硬化療法（EIS）、内視鏡的粘膜切除術（EMR）、内視鏡的粘膜下層剥離術
（ESD）、経皮内視鏡的胃瘻増設術（PEG）など、内視鏡を使ったさまざまな処置・治療
に対応しています。また、この地域の救急医療を支える必要性から24時間365日、緊急内
視鏡検査・治療を行うことができる体制を整えています。

ここ数年の内視鏡センターの検査数の推

移をみてみると、少しずつですが右肩上がりに
伸びています。しかし、昨年度は新型コロナウ
イルス感染症の影響により、上下部内視鏡
検査数が大幅に落ち込みました。ただし、胆
膵内視鏡検査数に関しては過去最高の検
査数を認めています。これもひとえに近隣の開
業医の先生方からのご紹介のお陰であると感

じております。

現在、OLYMPUS社製の最新の内視鏡システムであるEVIS 

X1を導入し、日々の内視鏡検査に使用しています。X1シリーズ

対応の経鼻内視鏡スコープであるGIF-1200Nを使用すること
で、経口内視鏡とほぼ同等の画質で内視鏡検査をすること
ができ、患者さんの負担を軽減し、さらに正確な内視鏡診断を行う
ことが可能となりました。

経口内視鏡経鼻内視鏡

GIF-1200N

◆内視鏡検査数の推移

◆OLYMPAS社製 GIF‐1200N導入

2018年春から上部消化管内視鏡検査に先端部径5.4mm
の経鼻内視鏡スコープを導入しました。人間ドックやスクリーニング検

査に広く使用しています。



2020年4月より下部消化管内視鏡検査が地域医療連携室を通じて直接予約していた

だけるようになり、地域の先生や患者さんに大変ご好評いただいております。しかし、検査前に
腸管洗浄液を内服していただく場所の制限があり、従来は1日1件が限度となっていましたが、

本年4月より1日2件まで予約可能となりました。

胆道疾患や膵臓疾患は早期発見が難しく、特に膵癌については予後の大変悪い疾患です。その診断には、CTやMRI

などの複数の画像モダリティを駆使していく必要があり、EUSはその一端を担う検査と考えています。膵癌診断アルゴリズムに
もその記載があり、膵癌診療になくてはならない検査となっています。

EUSにはコンベックス型とラジアル型の2種類があり、コンベックス型は通常観察だけでなく、EUS-FNAなどの処置にも使
用可能です。一方、ラジアル型はFNAなどの処置は出来ず通常観察のみとなります。当院ではラジアル型のEUSを備えて
おり、胆膵疾患の診断に使用しています。当院での精査でEUS-FNAやEUSを用いたinterventionが必要と判断したら、
大学病院と連携をとり、診断治療を行っています。

EUSは通常の内視鏡と比較し、scopeが太く、検査時間も20-30分程度かかるため、苦痛を軽減するため静脈麻酔
下で検査を行っています。

膵癌診断のアルゴリズム

膵癌診療ガイドライン 2019年版

ラジアル型コンベックス型

◆好評につき院内モビプレップ枠2倍に‼

◆超音波内視鏡検査（EUS）について

新型コロナウイルス感染症予防の観点

①パーテーションを置いてお互いを隔離しています
②扉を開放し部屋の常時換気に努めています
③室内に空気清浄機を稼働しています

感染予防にも十分配慮した取り組みを心がけて
います

これからもたくさんのご紹介をよろしくお願いします

院内モビプレップ風景



小児科
榎本 早也香

Ｎｅｗ Ｆａｃｅ！ 新任医師紹介
このたび新しく彦根市立病院で働くことになりました。皆さまよろしくお願いいたします。

泌尿器科
小﨑 成昭

整形外科
山本 恭介

◆大学卒業年 2016年

◆専門分野 泌尿器科

◆所属学会 日本泌尿器科学会
日本泌尿器内視鏡学会

◆出身地 滋賀県

◆抱負 できる限り迅速な治療を目指
していきます

◆座右の銘 初志貫徹

◆大学卒業年 2015年

◆専門分野 整形外科一般

◆専門医・認定資格 整形外科専門医

◆所属学会 日本整形外科学会
日本手外科学会
骨折治療学会
災害外科学会

中部日本整形外科学会

◆出身地 富山県

◆自己PR 一生懸命頑張ります

◆大学卒業年 2016年

◆専門分野 小児科

◆所属学会 日本小児科学会
日本小児神経学会
日本てんかん学会

◆出身地 滋賀県

◆抱負 患者さんにより良い医療を提供
できるよう精進してまいります

◆座右の銘 少年老い易く学成り難し


